
20１７年４月１９日発第１２号 発行責任者 吉田賢一 ℡011-210-０５０５ Fax011-210-０606

全石狩地域闘争委員会は４月１９日本春闘の第４

回賃金集計を実施しました。フード連合（全日糧）・

未加盟組合から計４組合の妥結報告が寄せられま

した。春闘参加組合も１７８組合に達し前年を１０

組合上回るペースで交渉参加が促進しています。

妥結状況は全体集計で 5,606 円 2.17％と前年を
419円 0.17P下回るものの 299人以下～99人以下
の地場中小組合(妥結 34 組合)の集計では前年を
200円以上引き上げる奮闘が見られます。また、今
期は非正規雇用組合員の賃金引上げ・一時金交渉も

活発に取り組まれ賃上げ率では正社員の妥結率を

上回る組合も続出し妥結数ではすでに昨年の最終

集計内容を上回っています。

 また、規制緩和対策が労使共通のテーマであるハ

イ・タク部門では全自交労連 2組合から報告があり
ダイコク交通労組では 11時間以上のインターバル
規制導入を労使で確認しています。地場の未加盟組

合の春闘交渉も活発になっています。オルグでは課

題別共闘に前向きな組合も出ています。

日 時 ２０1７年４月 ２７日（木）１８時３０分～
場 所 札幌エルプラザ ３Fホール
内 容  主催者挨拶／連合北海道からの檄

構成組織の春闘取り組み報告

経過報告と今後の取り組み方針提案

 決意表明・集会宣言・団結ガンバロー

問い合わせ 「全石狩地域２０１７春季生活闘争

実行委員会」事務局 光崎まで

電話 011-210-0505ＦＡＸ011-210-0606 

賃上げによる景気回復・労働力確保のための労働法制

改悪阻止は地域・国家存続のために実現しなければな

らない課題です。しかし、今、国政では長時間労働是

正と言いながら一方では裁量労働制・副業の法制化が

進められ、賃金格差是正と言いながら、企業利益の内

部留保増大に歯止めが掛りません。働く人を守ること

は、未来への財産確保に直結します。石狩地域では格

差是正・賃金ソコアゲが実現しつつあります。4 月
27 日の集会に結集し更なる賃上げと労働法制改悪阻
止へ向けた決意を確認しましょう。

※２０１７春闘の交渉状況報告お待ちしています。報告は 全石狩地域２０１７春季生活闘争実行委員会 

    事務局(山本 功・光崎聡)まで。電話011-210-0505 ＦＡＸ011-210-0606 

第04回 平均賃上げ集計 (4月19日) 

参加１７８組合 妥結８６組合 

公表可能組合６３組合 

組

合

数

回答妥結 昨年妥結

額 率 額 率

妥結集計 加重平均  -419   -0.17p 63 5606 2.17 6025 2.34

300人以上          -488   -021p 29 5710 2.17 6198 2.38

299～100人         +344   +0.26p 17 4796 2.16 4452 1.90

99人以下           +204   +0.25p 17 3195 1.77 2991 1.52

２０１７春闘

※4月 13日集計値
２０１６春闘

※6月 20日集計値
要求提出 １１産別 ３８組合 １４産別 ３５組合

妥結組合  ８産別 ２２組合 ６産別 １９組合

【パートタイマー等非正規に関わる要求提出状況】

２０１７春闘

※4月13日集計値
２０１６春闘

※5月 23日集計値
夏妥結  １０組合   １９組合

年間妥結 ４６組合 ２５組合

交渉中組合   ４３組合   ２９組合

交渉報告組合 ９９組合  ７３組合

【一時金に係る交渉状況】


